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体
育
功
労
者
及
び

　
特
別
体
育
功
労
者
を
表
彰
！

体
育
功
労
者
及
び

　
特
別
体
育
功
労
者
を
表
彰
！

新
議
長
き
ま
る
！

新
議
長
き
ま
る
！

渡辺 余緒治氏

渡辺 袈裟一氏

11月18日(日)
富士河口湖町長選挙　　　　　　　　　　　　　   
富士河口湖町議会第１選挙区選出議員補欠選挙

投
票
日

　
富
士
河
口
湖
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は

十
二
月
六
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
富
士

河
口
湖
町
長
選
挙
と
欠
員
に
よ
る
富
士
河

口
湖
町
議
会
第
1
選
挙
区
選
出
議
員
補
欠

選
挙
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
●
告
示
日
　
十
一
月
十
三
日(

火)

　
●
投(
開)

票
日
　
十
一
月
十
八
日(

日)

　
●
投
票
時
間
　
午
前
七
時
～
午
後
八
時

　
●
開
票
時
間
　
午
後
九
時
～

　
　
　
　
　
　

　　
◎
期
間
　
十
一
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
～
十
七
日
ま
で

　
◎
時
間
　
午
前
八
時
三
〇
～
午
後
八
時

　
◎
場
所
　
富
士
河
口
湖
町
役
場

　
　
　

　　
　
　

　
富
士
河
口
湖
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

富
士
河
口
湖
町
長
選
挙
と
富
士
河
口
湖
町

議
会
第
１
選
挙
区
選
出
議
員
補
欠
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

　
◎
日
時
　
十
一
月
六
日(

火)

　
　
　
　
　
午
後
一
時
三
〇
分
～

　　
◎
場
所
　
富
士
河
口
湖
町
役
場

　
　
　
　
　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

　
　

　
◎
問
い
合
わ
せ
　
富
士
河
口
湖
町
選
挙

　
　
管
理
委
員
会 

(

℡)

七
二
―
一
一
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
二
一
一

　
９
月
議
会
の
最
終
日
（
９
月
21
日
）
、
議
長
と
副
議
長

が
新
た
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
議
　
長
　
渡
辺 

余
緒
治
　
副
議
長
　
渡
辺 

袈
裟
一

　
町
体
育
協
会
（
渡
辺
清
会
長
）

で
は
９
月
22
日
、
町
民
体
育
館

で
の
町
制
祭
ス
ポ
ー
ツ
大
会
記

念
式
典
で
、
各
分
野
で
顕
著
な

功
労
の
あ
り
ま
し
た
５
名
の
体

育
功
労
者
と
各
種
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
修
め
ま
し
た
52
団
体

と
個
人
に
特
別
体
育
功
労
者
の

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

【
町
体
育
功
労
者
】

三
浦
　
裕
次 

（
船
津
支
部
）
　
　
　
　
　
　
44
歳

石
井
　
秀
人 

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
）
　
52
歳

坂
本
　
幸
雄 

（
ス
キ
ー
部
）
　
　
　
　
　
　
48
歳

井
出
か
め
子 

（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
）
　
80
歳

倉
澤
　
宏
忠 

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
）
　
　
　
37
歳

【
町
特
別
体
育
功
労
者
】�

 
 

富
士
河
口
湖
高
等
学
校
男
子
剣
道
部

　
全
国
高
校
総
体
県
予
選
大
会
　
男
子
団
体
第
３
位

富
士
河
口
湖
高
等
学
校
女
子
剣
道
部

　
全
国
高
校
総
体
県
予
選
大
会
　
女
子
団
体
第
２
位

小
佐
野
恭
平
、
服
部
那
紀
、
倉
澤
秀
和
、
堀
内
貴
寛
　

　
全
国
高
校
総
体
ボ
ー
ト
競
技
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
出
場

在
原
　
早
紀
、
駒
谷
　
亜
美
、
渡
辺
　
愛

　
全
国
高
校
総
体
ボ
ー
ト
競
技
大
会

　
　
　
　
　
　
　
女
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
出
場
出
場

小
佐
野
智
巳

　
穐
全
国
高
校
総
体
ボ
ー
ト
競
技
大
会
出
場

坂
本
　
洋
基
　
関
東
高
等
学
校
ボ
ー
ト
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
　
第
５
位

中
野
　
聡
　
関
東
高
等
学
校
ボ
ー
ト
大
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
　
第
6
位

渡
辺
　
稔
　
関
東
高
等
学
校
ボ
ー
ト
大
会

　
　
　
　
　
　
　
男
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
　
第
５
位

三
浦
　
望
　
関
東
高
等
学
校
ボ
ー
ト
大
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
出
場

小
林
　
篤
史
　
全
国
高
校
総
体
カ
ヌ
ー
大
会

　
　
　
　
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
2
0
0
m
　
第
６
位

渡
辺
　
真
紀
、
渡
辺
　
早
葵
　
関
東
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
　
第
６
位

河
口
湖
南
中
学
校
ラ
グ
ビ
ー
部�

　
　
　
県
中
学
総
体
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
　
優
勝

河
口
湖
南
中
学
校
水
泳
部
　
県
中
学
総
体
水
泳
の
部

　
　
　
　
　
　
　
4
0
0
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
第
３
位

《
期
日
前
投
票
》

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を

　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

選 挙 管 理 委 員 か ら の お 知 ら せ

※第1選挙区とは、上九一色地区を除く河口湖・勝山・足和田地区のことです。
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第
60
回
山
梨
県
体
育
祭
り
、

　
　
　
　
町
村
の
部
総
合
で
２
位
！

第
60
回
山
梨
県
体
育
祭
り
、

　
　
　
　
町
村
の
部
総
合
で
２
位
！

三
浦
恵
莉
奈
　
県
中
学
総
体
水
泳
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
0
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
第
３
位

渡
辺
　
央
行
、
堀
内
　
達
矢
　
全
国
中
学
競
漕
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
　
第
８
位

河
口
大
檜
子
ど
も
ク
ラ
ブ

　
県
子
ど
も
ク
ラ
ブ
親
睦
球
技
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
　
優
勝

朝
野
　
学
　
県
中
学
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
回
転
　
第
２
位

林
　
春
伸
、
野
沢
　
秀
平�

　
県
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
　
第
１
位

三
堀
　
修
、
穐
野
　
達
哉
　
県
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
　
第
２
位

小
林
　
由
人
　
県
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会

　
　
　
　 

 
 
 
 

中
学
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
　
第
３

位
渡
辺
か
ん
な
、
濱
　
富
優
美
　
県
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
　
第
２
位

小
林
　
勇
介
　
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
　

　
　
　
　
　
　
男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
　
第
３
位

渡
辺
　
空
　
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
　
第
７
位

渡
辺
　
由
香
　
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
　

　
　
　
　
　
　
　
女
子
パ
ラ
レ
ル
ス
ラ
ロ
ー
ム
　
第
４
位

古
屋
　
柚
育
　
　
全
国
少
年
少
女
水
泳
競
技
大
会

　
　
　
　
　
　
　
と
び
う
お
杯
　
背
泳
　
50
ｍ
　
第
64
位

内
田
　
祥
子
　
全
日
本
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
女
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
　
第
１
位

古
屋
　
積
　
　
県
体
育
祭
ス
キ
ー
競
技
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス
タ
ー
ズ
Ｃ
　
第
１
位

朝
野
　
聡
　
県
体
育
祭
ス
キ
ー
競
技
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス
タ
ー
ズ
Ｂ
　
第
１
位

鷲
見
　
浩
平
　
県
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
　
ス
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
戦
　
55
歳
代
　
第
１
位

小
澤
　
宏
史
　
県
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
　
ス
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
戦
　
35
歳
代
　
第
１
位

渡
辺
　
昭
允
　
県
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
４
組
　
第
１
位

梶
原
　
聖
　
県
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
４
組
　
第
１
位

高
木
　
雅
也
　
県
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
３
組
　
第
１
位

天
野
　
瑠
南
　
県
体
育
祭
ス
キ
ー
競
技
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
年
女
子
　
第
１
位

坂
本
　
佳
子
　
ジ
ャ
パ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
　
　
ス
ラ
ロ
ー
ム
小
学
生
高
学
年
女
子
　
第
５
位

坂
本
　
千
明
　
ジ
ャ
パ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
大
会

　
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
小
学
生
低
学
年
女
子
優
勝

坂
本
　
竜
一
　
ジ
ャ
パ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
　
　
ス
ラ
ロ
ー
ム
　
小
学
低
学
年
男
子
　
第
５
位

坂
本
　
栄
樹
　
全
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
技
術
選
手
権
大
会

　
　
　
　

 

ア
ル
ペ
ン
男
子
　
小
回
り
３
位
　
総
合
10
位

町
ス
キ
ー
部
　
県
体
育
祭
り
ス
キ
ー
競
技
会

　
　
　
　
　
　
　
　
団
体
の
部
　
男
子
１
位
　
女
子
２
位

町
ゴ
ル
フ
部
　
県
体
育
祭
り
ゴ
ル
フ
競
技
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
体
の
部
　
第
１
位

小
佐
野
鶴
雄
　
県
体
育
祭
り
ゴ
ル
フ
競
技
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
個
人
の
部
　
第
１
位

中
村
龍
太
郎
　
全
国
高
校
総
体
ボ
ー
ト
競
技
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
出
場

� 

　
９
月
24
日
ま
で
、
県
内
の
各
会
場
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て

き
た
県
体
育
祭
り
で
、
本
町
は
町
村
の
部
総
合
で
、
増
穂

町
に
続
く
第
２
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
各
種
目
で
健
闘
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

　
上
位
入
賞
し
た
種
目
を
紹
介
し
ま
す
。

【
男
子
の
部
】

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
柔
道
・
ゴ
ル
フ
・
ス
キ
ー
・
空
手
　 

１
位

　
ス
ケ
ー
ト
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
　
　
　
　 

　 

２
位

　
サ
ッ
カ
ー
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
剣
道
・
テ
ニ
ス
・
　  

 
 

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

３
位

【
女
子
の
部
】

　
ス
キ
ー
・
陸
上
競
技
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
テ
ニ
ス
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
　 

２
位

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
　
　
　
　
　  

３
位
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　富士河口湖町では、本年４月から９月にかけて交通事故により亡くなる死亡事故が相次いで発生して

います。昨年末の事故による死者数は２人であったのに対し、今年は９月時点ですでに４人の方が亡くな

っています。また現在富士吉田警察署管内の市町村においても、本町のみ死亡事故が発生しています。

　死亡事故が発生しはじめた頃から、本庁舎周辺に「死亡事故多発」ののぼり旗を掲出、また、広報誌や町

ホームページ、ＣＡＴＶテロップ放送、防災行政無線等を通じて死亡事故多発について注意喚起をしてま

いりました。

　しかしながら、その後も死亡事故はとどまることなく発生し続けている状況です。

　このように、重大事故が連続して発生している現在の富士河口湖町は、まさに異常事態と言わざるを得

ません。悲惨な交通事故を防止し、尊い命を守り、この深刻な事態を一刻も早く食い止めるべく、町民の皆

さまに次のことを提言します。

ドライバーの方

　　◇交差点では必ず安全を確かめ、お互いゆずり合って運転をしましょう。

　　◇駐車場や狭い道から出る際には、歩道を通行する歩行者等に十分注意しましょう。

　　◇運転中の携帯電話の使用は絶対にやめましょう。

　　◇スピードの出しすぎには十分注意しましょう。

　　◇飲酒運転は危険なので絶対にやめましょう。

　　◇後部座席を含むすべての座席でシートベルト、チャイルドシートを着用しましょう。

　　◇薄暗くなる夕方や、天候の悪い日は早めにライトを点灯しましょう。

歩行者の方

　　◇無理な道路横断は絶対にやめ、少し遠回りでも横断歩道がある

　　　場合はそこを渡りましょう。

　　　また、左右を十分確認して渡りましょう。

　　◇歩道のない道路を歩く時は、右側を歩きましょう。

　　◇薄暗い夕方や夜間の外出には、早めにドライバーに気づかれる

　　　よう、明るい色の服装や反射材を身に付けましょう。

自転車に乗る方

　　◇自転車の２人乗りや、無灯火、傘差し運転など危険な運転はや

　　　めましょう。

　　◇左側を走行し、無理な道路横断は絶対にやめましょう。

　　◇交差点では必ず安全を確かめましょう。

　　　　町民の皆さま、どうかこれ以上犠牲者を増やさないように、町民

　　　一人ひとりが、「思いやり」「ゆずり合い」の心を持ち、交通ルールと

　　　交通マナーを守り、悲惨な交通事故をなくしましょう。

　　　　家庭や職場、地域においてお互い交通安全の声かけをし、交通事

　　　故を防ぎましょう。

　　　　　　　　平成１９年９月２０日

　　　　　　　　　　　　　　富士河口湖町長　小佐野常夫　

交通死亡事故多発に伴う「町長声明」

■４件の死亡事故の概要■

河口地区 産屋ヶ崎交差点

船津地区 船津登山道入口交差点西方

船津地区 上の段交差点

勝山地区 小海交差点

信号のある交差点で車同士が出合い頭衝突したもの

走行中の車に別の車が追突したもの

信号のある交差点で横断中の歩行者と車が衝突したもの

信号のある交差点で車同士が出合い頭衝突したもの

場　　所 事 故 内 容
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「緊急地震速報」「緊急地震速報」
有効に活用しよう！

もうじき揺れます！！

　災害が発生して上下水道が使えなくなると水洗トイレが使用不能になります。

いざという時のために携帯用トイレを常備しておくことが大切です。アウトドアグッ

ズを扱っている店で販売しているので、使い勝手の良い簡易トイレを見つけ準備して

おくとよいでしょう。

　また、大きめのポリ袋、細かくちぎってもんだ新聞紙、排泄物を処理するための凝固剤、消臭剤、トイレット

ペーパーを用いて、自宅の便器を利用して簡易トイレを作る方法もあります。

                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理課　防災係７２－６０１３

Part8

[震災を生き抜くために必要なもの]

家庭を守る防災対策家庭を守る防災対策 Part9

気象庁ホームページ「緊急地震速報について」　http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/EEW/kaisetsu/index.html

「緊急地震速報の利用の心得」　　　　　　　　http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/EEW/kaisetsu/kokoroe.pdf

　気象庁から提供される「緊急地震速報」について、７月号広報誌からその仕組みや速報を見聞きした場合にどう

行動したらよいかをお知らせしてきました。

　いよいよ１０月１日から「緊急地震速報」が提供されます。どのような形で届くのでしょう。

○テレビ・ラジオによる放送
　例えば、ＮＨＫでは気象庁が緊急地震速報を発表した場合、すべての放送波で全国放送されます。テレビは、画面

に地図付きで表記、ラジオは放送が中断され音声で放送されます。また、他のテレビ・ラジオ局でも放送に向けた準

備が進められています。

○防災行政無線による放送
　現在、全国で「全国瞬時警報システム（J‐ALERT）」というシステムの整備が進めら

れています。J‐ALERTは、対処に時間的余裕のない緊急情報を、消防庁から人工衛星

を用いて送信し、市区町村の同報系防災行政無線を自動的に起動することにより住

民の方に瞬時に伝達するシステムです。このJ-ALERTを用いて「緊急地震速報」を伝

えようという動きがあります。

　ただし、緊急地震速報自体の技術的な限界（震源に近い地域では緊急地震速報が間に合わないこと、また、早急な

速報を重視することから震度に誤差が生じる場合があること）は、J‐ALERTにも当てはまります。また、提供基準の

違い等から、テレビやラジオ等で緊急地震速報の提供が行なわれても、J‐ALERTによる緊急地震速報の提供が行な

われない場合があります。

○携帯電話による受信
　配信開始時期は未定ですが、一部の携帯電話会社により携帯電話への緊急地震速報の配信が計画されています。

○施設の館内放送
　百貨店や地下街などでも、館内放送を行なうための検討を進めているところがあります。

○専用端末などを利用した情報入手方法について
　緊急地震速報を受信する専用端末や、表示ソフトを搭載したパソコンなどへ緊急地震速報を提供する計画をして

いる事業者があります。必要な設置機器などについては、事業者へ問い合わせて下さい。緊急地震速報利用者協議会

という民間の団体が組織されており、加盟事業者のリンク及び問合せ先の一覧があります。

　緊急地震速報利用者協議会ホームページ　http://www.eewrk.org

　「緊急地震速報」は強い地震が来る数秒から数十秒くらい前にお知らせするものです。これま

でお伝えしてきましたように、速報を見聞きしてから、何か対策を講じる時間はありません。

「まずは自分の身を守ること」を重点におき、平常時に家庭や職場で速報の際についての話し

合いをし、いつでも正しく行動できるようにしておく必要があります。

管理課　防災係　℡７２-６０１３

ジェイ　　アラート
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多
重
債
務
相
談
窓
口
を
毎
月
２０
日
に
開
設
し
ま
す
！

今月の行政相談・心配ごと相談日

10月20日(土)

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、
　どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談

町中央公民館

足和田出張所

本栖公民館

勝山ふれあい
センター

10時～14時 10時～12時

午後1時～4時 午後1時～3時

■
無
料
弁
護
士
相
談

　
◆
日
時
　
10
月
10
日(

水)

・
17
日(

水)

・
22
日(

月)

・

　
　
　
　
　
　
26
日(

金)

11
月
5
日(

月)

　
　
　
　 

午
後
１
時
～
4
時

　
◆
場
所
　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
　
　
　 

（
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
：
甲
府
市
）

　
※
相
談
は
予
約
制
で
、
１
人
当
た
り
30
分

■
電
話
相
談

　
◆
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
　

　
　  

℡
0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
3
6
6

　
◆
富
士
・
東
部
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　  

℡
0
5
5
4
‐
45
‐
5
0
3
8
・
7
8
4
3

　
◆
曜
日
・
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
町
の
行
政
相
談
委
員
さ
ん
は
、

　
　
白
壁
　
勝
雄
　
　
72-

0
1
4
3
　
　
　

　
　
小
佐
野
成
太
郎
　
83-

2
3
2
0

　
　
梶
原
　
一
榮
　
　
82-

2
4
4
6
　
　
　

　
　
渡
辺
　
袈
裟
司
　
87-

2
3
1
6

＝
県
の
機
関
が
行
っ
て
い
る
各
種
相
談
＝

法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談
所

無
料
！
「
調
停
相
談
」

無
料
法
律
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
現
在
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
消
費
者
金
融
の
利
用
者
が
少
な

く
と
も
1
4
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち
多
重
債
務
に
陥
っ
て
い
る

者
は
、
2
0
0
万
人
を
超
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
状

況
に
対
応
し
て
国
や
県
で
も
「
多
重
債
務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
作
成
し
、
そ
の
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
状
況
を
受
け
て
町
で
も
、
毎
月
２０
日
の
行
政
相
談
、
心
配

ご
と
相
談
に
加
え
、
１０
月
か
ら
「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」
を
開
設
い

た
し
ま
す
。
船
津
地
区
在
住
の
穂
阪
四
郎
さ
ん
を
相
談
者
と
し

て
、
多
重
債
務
や
借
金
問
題
等
で
お
悩
み
の
方
の
相
談
に
対
応

し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

　
ま
た
、
多
重
債
務
や
借
金
問
題
で
の
悩
み
相
談
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
総
合
窓
口
課
（
72
‐
1
1
1
4
）
ま
で
遠
慮
な
く
連
絡
し

て
下
さ
い
。

※
相
談
上
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
10
月
の
多
重
債
務
相
談
日

　
○
日
　
程
　
10
月
20
日
（
土
）
　
午
後
１
時
～
３
時

　
○
相
談
場
所
、
町
中
央
公
民
館 

第
二
研
修
室

■
日
　
時
　
10
月
29
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館
第
２
会
議
室

■
対
応
者
　
永
嶋
　
実
弁
護
士
（
山
梨
県
弁
護
士
会
）

■
定
　
員
　
６
名
（
１
名
の
相
談
時
間
30
分
）

■
申
込
み
　
10
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
受
付
け
ま
す
（
先
着
６
名
）

●
申
込
先
　
町
役
場
企
画
課
（
℡
72
‐
６
０
２
３
）

 

法
務
局
で
は
、
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、
訴
訟
、
人
権
擁
護
及
び
成
年

後
見
登
記
に
関
す
る
事
務
等
、
住
民
の
皆
様
方
の
生
活
に
深
く

関
係
す
る
事
務
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
関
す
る
こ
と
で
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
不
明

な
点
、
お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
法
務
局

の
職
員
、
公
証
人
が
お
答
え
す
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
し
、
事
前
の
予
約
等
、
特
別
な
手
続

き
も
不
要
で
す
。

■
日
　
時
　
10
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
　
所
　
甲
府
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室

※
登
記
（
不
動
産
・
商
業
法
人
）
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
　
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
申
請
書
様
式
な
ど
、
登
記
に
関
す
る

情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ア
ド
レ
ス
　h

t
t
p
:
/
/
h
o
u
m
u
k
y
o
k
u
.
m
o
j
.
g
o
.
j
p

●
問
合
先
　
甲
府
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
℡
0
5
5-

2
5
2-

7
1
5
1
）

■
日
　
時
　
10
月
17
日
（
水
）
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
富
士
吉
田
簡
易
裁
判
所
（
下
吉
田
第
二
小
前
）

■
相
談
担
当
者
　
調
停
委
員
、
司
法
委
員
、
参
与
委
員

●
問
合
先
　
富
士
吉
田
簡
易
裁
判
所
（
℡
22
‐
０
５
７
３
）
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※富士河口湖町総合計画とは、新町建設計画の考え方を踏まえ平成２０年度から１０年間の富士河口湖町が目

　指すまちづくりの方向性を定めるものであり、幅広い住民の参画をもとに住民皆さんが同じ視線で共有する

　ことができるまちの将来像を描くとともに、町政発展の基本方向とそれを実現するための基本方策を明らか

　にしたものです。

富士河口湖町総合計画策定のための

「まちづくり懇談会」を開催します「まちづくり懇談会」を開催します

10月９日（火） 午後６時30分～ 町役場１階コンベンションホール 船津1700 船津・浅川地区

10月１０日（水） 午後６時30分～ 小立福祉センター１階 小立677 小立地区

10月１１日（木） 午後６時30分～ 河口福祉センター２階 河口6-1 河口地区

10月１２日（金） 午後６時30分～ 大石福祉センター２階 大石72 大石地区

10月１５日（月） 午後６時30分～ 勝山ふれあいセンター２階 勝山4029-5 勝山地区

10月１７日（水） 午後６時30分～ 足和田老人福祉センター２階 長浜1222 足和田地区

10月２３日（火） 午後６時30分～ 上九一色コミティセンター 富士ヶ嶺1219-1 上九一色地区

○問い合わせ　富士河口湖町役場企画課企画調整係　TEL 72-1129

【開催日程】

日　　程 時　　間 会　　　　　　場 対象地区

　現在、富士河口湖町では、新しい総合計画の策定を進めていますが、策定に当た
っては、住民の皆さんが計画づくりに参加できる機会を設け皆さんとともに、つく
り上げるという視点で進めることを基本理念としています。
　そこで、住民の皆さんから直接、各地区の意見・要望等についてのご意見やご提
言をお聴きする場として地区別に懇談会を開催します。
　参加については、事前申込みは必要ありません。ぜひ、将来に向けたまちづくり
へのお考えをお寄せ下さい。

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

赤
い
羽
根
募
金
・

　
歳
末
助
け
合
い
運
動
に

　
　
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す

赤
い
羽
根
募
金
・

　
歳
末
助
け
合
い
運
動
に

　
　
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す

い
き
い
き
山
梨

　
　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
で
交
流

１９
年
度
社
協
会
費
の
ご
納
入

　
　
　
　
　
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

　　
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
本
年

で
６０
年
を
迎
え
、
こ
の
間
に
は
、
社
会
経
済
状

況
も
急
激
な
変
化
を
み
せ
人
々
の
生
活
も
意
識

も
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
共
同
募
金
は
、

人
々
が
共
に
生
き
て

い
こ
う
と
い
う
「
た

す
け
あ
い
」
の
心
に

支
え
ら
れ
、
人
々
の

幸
せ
を
願
っ
て
と
も
に

歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
共
同
募
金
運
動
は
１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日

ま
で
、
「
地
域
の
福
祉
、
み
ん
な
で
参
加
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
、
約
２
０

０
万
人
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
当
町
で
は
こ
の
期
間
に
自
治
会
・
区
会
を
通

じ
て
戸
別
募
金
、
企
業
等
か
ら
の
大
口
募
金
、

町
職
員
等
よ
り
職
域
募
金
を
募
り
ま
す
。
皆
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
富
士
河
口
湖
町

分
会
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
事
務
局
）
に
て

取
り
ま
と
め
、
一
旦
、
県
共
同
募
金
会
へ
納
付

を
行
い
、
そ
こ
か
ら
福
祉
施
設
や
福
祉
活
動
を

推
進
し
て
い
る
団
体
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

　
当
町
で
の
配
分
金
は
、
高
齢
者
福
祉
推
進
費

と
し
て
、
ま
た
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
低

所
得
者
世
帯
等
に
、
金
品
を
寄
贈
す
る
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
方
か
ら
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
９
月
８
日(

土)

に
、
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で

開
催
さ
れ
た
「
い
き
い
き
山
梨
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
２
０
０
７
」
に
、
本
町
か
ら
４５
名
の
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
は
ス
ポ
ー
ツ
、
福
祉

、
文
化
な
ど
幅
広
い
分
野
で
、
高
齢
者
を
中
心

に
子
供
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
方
々
が
楽
し
み

な
が
ら
交
流
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
町
か
ら
は
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

、
ペ
ン
タ
ン
ク
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
輪
投
げ
の

競
技
に
参
加
し
ま
し
た
。
好
プ
レ
ー
や
珍
プ
レ

ー
に
声
援
を
送
り
、
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら

の
あ
た
た
か
い
善
意
に
支
え
ら
れ
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
自
治
会
・

区
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、

多
く
の
皆
様
か
ら
ご
納

入
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
会
費
は
、
地
域

福
祉
の
啓
発
、
高
齢
者

・
障
害
者
福
祉
等
の
推

進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
等
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
後
も
、
多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
す

る
地
域
福
祉
充
実
の
た
め
、｢

社
協
会
員｣

に
対

す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。



　
私
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
健
康
で
あ
っ
て
も
、い
つ
ど
ん
な
と
き
に
病
気
や
ケ
ガ
で
、
高
額

の
医
療
費
が
か
か
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
安
心
し
て
診
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
国
民
健
康
保
険
は
加
入
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
や
家
族
数
な
ど
に
よ
っ
て

お
金
を
出
し
合
い
、
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
強
調
月
間
に
ち
な
み
、
平
成
１８
年
度
の
決
算
の
あ
ら
ま
し
と
、
医

療
費
の
す
が
た
、
国
保
税
、
給
付
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は

 
 
 

み
ん
な
で
助
け
合
う
制
度
で
す

平
成
１８
年
度
国
保
特
別
会
計
決
算

歳出合計　24億2,479万円
歳入合計　24億4,559万円

国民健康保険

歳
　
入

歳
　
出

保険給付金
16億3,121万円
(67%)

0才～74才
までの医療費

75才以上の
医療費

老人保健
拠出金

3億9,971万円
(16%)

国県補助金
13億9,351万円
(57%)

保険税
8億5,499万円
(35%)

その他(総務費、高額医療費、共同事業拠出金、保健事業費など)
　2億3,302万円
　　(10%)

介護医療費
1億6,085万円
(7.0%)

一般会計繰入金
1億6,354万円
(6.7%)

前年度より繰越金
2,952万円
(1.1%)

その他
 403万円(0.2%)

資
格
の
取
得
・
喪
失
の
と
き
は
、

　
　
　
　
　
す
み
や
か
に
届
け
出
を

資
格
の
発
生
と
保
険
税
（
遡
及
賦
課
に
つ
い
て
）

そ 
 

き
ゅ
う 

 
 

ふ 
 
 
  

か
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　保険税を納めなければならない人を納付義務者といいます。世帯主が国保の被保険者であ
るなしにかかわらず、家族のなかに国保の加入者がいれば、保険税は、世帯主が納めることに
なります。
　遅滞なく納期内に納めていただくことが、国保運営を円滑に進めることになります。保険
税納付には、簡単で便利な口座振替をおすすめします。

平成１８年度納付していただいた国民健康保険税はすべて医療機関への支払いに充てられています。

　　もし、あなたが保険税を滞納しているのなら、すぐに納めましょう。保険税を納めないでいると

　国保の財源が不足し、きちんと納めている人の負担が大きくなってしまいます。納付が困難なとき

　は、早めに相談ください。

　⇒納税相談は役場税務課・保険課で常時受け付けています。税務課72-1113　保険課72-6026

滞納する前に納付相談を！！

　
上
に
あ
る
円
グ
ラ
フ
が
平
成
18
年
度
の
富
士
河
口
湖

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
決
算
状
況
で
す
。

　
歳
出
の
う
ち
約
9
割
以
上
を
医
療
費
が
占
め
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
医
療
費
が
増
え
る
と
比
例
し
て
歳
出
額

も
増
え
て
い
き
、
当
然
な
が
ら
そ
れ
に
見
合
っ
た
額
ま

で
歳
入
も
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
歳

入
の
財
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
わ
が
町
の
国
民
健
康
保
険
の
運
営
も
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
益
々
増
え
て
い
く
医
療
費
、
限
り

あ
る
財
源
、
国
民
保
険
の
健
全
な
運
営
を
続
け
る
た
め

に
は
、
保
険
税
の
正
し
い
納
付
は
当
然
な
が
ら
、
医
療

費
を
少
な
く
抑
え
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
自
己
の
健
康

管
理
に
気
を
つ
け
、
適
度
な
運
動
を
し
た
り
、
病
気
の

早
期
発
見
と
早
期
治
療
に
心
が
け
、
加
入
者
一
人
一
人

が
健
康
に
な
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

�

　
保
険
証
は
、
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
証
明
書
で
あ

る
と
同
時
に
、
医
療
機
関
受
診
の
際
の
受
診
券
の
役
割

を
果
た
し
ま
す
。

�

　
国
保
加
入
者
が
、
他
の
保
険
制
度
を
適
用
す
る
会

社
や
組
合
な
ど
に
勤
め
た
り
、
ま
た
は
辞
め
た
と
き
に

は
、
す
み
や
か
に
資
格
の
取
得
や
喪
失
の
届
け
出
を
し

ま
し
ょ
う
。

�

　
特
に
、
学
生
が
卒
業
し
て
就
職
し
た
場
合
の
届
け

出
は
、
何
年
も
忘
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
も

う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

�

　
保
険
税
は
届
け
出
を
し
た
と
き
か
ら
で
は
な
く
、

資
格
が
で
き
た
月
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
退

職
な
ど
、
資
格
が
で
き
て
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
に
は
、

資
格
の
発
生
し
た
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

保険税の
納付義務者は
世帯主です

広
報
富
士
河
口
湖
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わがまちの
10月は

国民健康保険強調月間

富士河口湖町健康なんでも相談24(24時間・電話健康・医療相談)

たとえばこんな時!

不意のケガの応急手当て、
どうすればいい?

赤ちゃんが夜中に
熱を出した。
どうしよう?

ストレスがたまって、
精神的にまいっている。

飲んでいる薬について
詳しく知りたい。

家族の介護のことで
相談したい。

ど
う
し
た
ら
い
い
の
…

0120-807-024

相談料・通話料無料・24時間・年中無休
(2005年4月1日よりスタート)

プライバシーは厳守されます

緊急のとき…
深夜・早朝も…
休日・祝日も…

どんなご相談もお気軽に!

は
い
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

健康相談

医療相談

介護相談

育児相談

メンタルヘルス
相談

医療機関情報等

＋

富士河口湖町国民健康保険加入者及び町民の方がご利用できます!
★電話による健康相談

健康、医療、介護、育児、メンタルヘルス、医療機関紹介など健康に関することならどんなことでも、24時間・365日

ご相談いただけます。相談は、医師、保健師、看護師、臨床心理士など専門家が対応いたします。

ご相談者のプライバシーは完全に守られますのでお気軽にご利用ください。

　
町
で
は
、
町
内
に
住
所
が
あ
る
児
童

の
健
康
管
理
の
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
受
け
た
児
童
に
対
し
、

そ
の
費
用
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

(

一
人
に
つ
き
2,
0
0
0
円
。
但
し
医

療
機
関
に
支
払
っ
た
金
額
が
2,
0
0
0

円
未
満
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん)

　
平
成
19
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
に
予

防
接
種
を
受
け
た
0
歳
～
中
学
3
年
生

ま
で
の
子
供
さ
ん
が
該
当
に
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
で
あ

る
こ
と
及
び
接
種
を
受
け
た
者
が
明
記

さ
れ
た
領
収
書(

レ
シ
ー
ト
可)

、
印
鑑
、

振
込
み
先
の
わ
か
る
通
帳
な
ど
を
も
っ

て
役
場
保
険
課

に
あ
る
申
請
書

に
よ
り
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
期
限
は

平
成
20
年
2
月

末
日
ま
で
で
す

が
、早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
任
意
の

　
予
防
接
種
の
た
め
保
護
者
の
責
任
に
お

　
い
て
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。
子
供

　
さ
ん
の
十
分
な
体
調
管
理
が
必
要
と
思

　
わ
れ
ま
す
。

　　
こ
れ
ま
で
の
健
診
は
病
気
の
早
期
発

見
や
早
期
治
療
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年

の
食
生
活
や
生
活
習
慣
の
変
化
な
ど
に

伴
い
、
生
活
習
慣
病
が
増
加
し
、
国
民

医
療
費
の
約
3
割
、
死
亡
原
因
で
は
約

6
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
に

重
点
を
お
き
、
こ
の
予
備
群
の
人
た
ち

を
早
期
に
発
見
し
、
個
人
が
生
活
習
慣

を
改
善
す
る
た
め
の
「
特
定
健
診
」
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
20
年
4
月
か
ら
、
40
歳
～
74
歳

の
人
に
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム(

内
臓
脂
肪
症
候
群)

」
の
概
念
を
取

り
入
れ
た
健
診
が
、
各
人
の
加
入
す
る

各
医
療
保
険
者
に
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、健
診
結
果

も
医
療
保
険
者
が

管
理
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

中
学
生
以
下
の

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
予
防
接
種
費
用
の

　
　
　
一
部
助
成
に
つ
い
て

平
成
２０
年
４
月
か
ら

　
　
健
康
診
査
が
変
わ
り
ま
す

お
知
ら
せ

特
定
健
診
と
は
…
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富士河口湖町定住及び二地域居住促進制度の改正について富士河口湖町定住及び二地域居住促進制度の改正について

　本町では、平成１７年度からこの制度を進めてきましたが、町の定住及び二地域居住環境の改善を図り、人口

の定住及び二地域居住の一層の促進を図るため、１０月１日より制度の一部を改正しました。

★この制度は、住宅の新築（購入）支援と住宅団地造成助成の２つの支援策から成り立っています。

◇支援内容

　・住宅取得支援

◇支援内容

　・住宅建設用地の造成、住宅団地内道路舗装に対する助成

　・大規模住宅建設用地の造成、大規模住宅団地内道路舗装費に対する助成

（※平成１９年１０月１日以降に、開発行為の申請をされた方から適用）

　　　　  １人１回限り４０万円

※平成１９年１０月１日以降、建築確認

　申請（購入）をされた方

　　　　  １人１回限り３０万円

※平成１９年１０月１日以前に建築確認

　申請（購入）をされた方

改　正　後 改　正　前

◇対象要件

　　・新規転入者で、配偶者を有する方

　　・富士河口湖町（旧河口湖町、旧勝山村、旧足和田村、旧上九一色村）を

　　  転出してから５年未満の方は該当になりません

　　・新たに自己の居住のための住居を新築もしくは購入した方

　　・定住の意思を持ち、５年以上の居住を確約できる方

　　・延べ床面積が５０㎡以上２４０㎡以下の物件

　　・併用住宅は、延床面積の２分の１以上に相当する部分が自己の居住である物件

◇対象要件

　　・１区画あたりの面積が２００㎡以上の連担(まとまった)した宅地で、４区画以上の住宅団地造成地。

　　・都市計画区域内で住宅用地を分譲することを目的とした住宅団地造成（ただし、都市計画区域外で

　　  地域経済の活性化に寄与すると認めた場合はその限りではない。）

　　・民営の宅地建物取引業者のうち、住宅団地の造成並びに住宅の販売を業とする者

住宅建設用地の造成

に対する助成金

大規模住宅建設用地の造成に対する助成

（1,000円/㎡×分譲用地面積×1/2）

5,000㎡以上１団地250万円を限度とする

10,000㎡以上１団地500万円を限度とする

50,000㎡以上１団地2,500万円を限度とする

100,000㎡以上１団地5,000万円を限度とする

大規模住宅団地内道路舗装費に対する助成

（5,000円/㎡×舗装面積×1/2）

5,000㎡以上１団地250万円を限度とする

10,000㎡以上１団地500万円を限度とする

50,000㎡以上１団地2,500万円を限度とする

100,000㎡以上１団地5,000万円を限度とする

（1,000円/×分譲用㎡地面積×1/2）

１団地４０万円を限度とする

（1,000円/㎡×分譲用地面積×1/2）

１団地３０万円を限度とする

住宅団地内道路舗装

費に対する助成金

（5,000円/×舗㎡装面積×1/2）

１団地４０万円を限度とする

（5,000円/㎡×舗装面積×1/2）

１団地３０万円を限度とする

種　　別

種　　別 奨　　励　　金

改　正　後 改　正　前

■上記制度についてのご相談は、役場企画課まちづくり推進係（℡72-1129）までお問い合わせ下さい。

●住宅の新築（購入）支援

●住宅団地造成助成
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　町ではこれまで、一般の家庭や事業所が道路に面して植栽した、花の苗や植木鉢の購入費用に対して補助金

を出してきましたが、一度に大量の花を買わなければ補助対象にならず、また、申請の手続きも面倒なことなど

で、なかなか皆さんになじみにくいようでした。

　そこで制度を少し見直し、もっと手軽に飾花の補助金がもらえるようになりました。新しくなったおもなとこ

ろは、①今までは花の苗５０本以上の購入からが補助対象でしたが、２５本以上で補助対象に　②手続きは

申請書１枚に明細書と領収書のコピーを添えるだけです。　

　１０月からは、より多くの『ちょっぴり花好き』な皆さんにも補助を活用していただけると思います。秋植えの

花の苗を買いに行く時には、ぜひこの記事を思い出してください。

＜飾花補助の基準について(概要)＞

　飾花(露地植え及びプランター等利用)の補助対象は、まちなみの景観を形成しているものとし、公道に接す

る部分の奥行き２ｍ以内に植えられたもの（間口が５ｍ以上ある場合の奥行きは見通せる範囲）。また、家屋の

壁やバルコニーに吊り鉢等を利用した飾花は、公道から確認できる範囲とします。

　いずれの飾花についても 花苗は２５本以上、花木は１０本(樹高１.５ｍ以上)以上 購入した場合とします。

　プランター、各種ポット、吊り鉢、ハンギング･バスケット等については、５個以上(原則として、環境

にやさしい器材)とし、潅水装置については１基から対象とします。

花の苗などの購入に対する補助がとても受けやすくなりました!!

●花の苗及び花木

●飾 花 器 材

花の苗及び花木

飾花器材

花の苗１本当り１２０円を限度額とします

花木１本当り５，０００円を限度額とします

飾花器材１個当りの単価

２／３

２０，０００円

３０，０００円

３０，０００円

補助対象基本額 補助率 限度額

〔一般家庭・小規模営業所〕の補助額

花の苗及び花木

飾花器材

花の苗１本当り１２０円を限度額とします

花木１本当り５，０００円を限度額とします

飾花器材１個当りの単価

２／３ １５０，０００円

補助対象基本額 補助率 限度額

〔大規模営業所（旅館・企業等）〕の補助額

☆詳しくは町役場環境課（℡７２－３１６９）へ

ごみは、決められた収集日に、決められた場所へ
指定ごみ袋に入れて出してください

　昨年１０月からごみ分別の徹底・減量化、街の美観、ごみの越境対策などを目的に導入した

指定ごみ袋制が今月で１年を経過しました。

　指定ごみ袋制実施以降、住民の皆さんのご理解とご協力により、指定ごみ袋の使用は定着

していますが、まれに指定以外の袋で出されているステーションが見受けられます。指定袋以外の袋で出され

たごみは収集いたしませんのでご注意ください。ごみは、必ず曜日等の決められた収集日に、決められた場所

へ、決められた袋で出してください。

　なお、事業所から出されるごみは、許可業者に委託するか、環境課が発行する「一般廃棄物処理依頼書」を持

参し、富士吉田市環境美化センターへ搬入していただくことになっております。

　また、粗大ごみは、町じん介処理場へ直接持ち込んでいただくことになっておりますので、ステーションへは

絶対出さないでください。不法投棄と判断される場合には罰則適用の対象となります。

　住民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境課　℡７２－３１６９

まちなみ飾花補助金の交付要綱を改正


